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＜連絡事項＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・3/21　病床管理者が藤原SGM→東AOMへ変更になっている。
＜患者様連絡事項＞
・下村　慶子様～日赤HPへ転院となっている。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～終日隔離中。午前・午後2時間ずつ開放観察実施。開放中の逸脱行為ない。不穏なし。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・木村　格治様～終日隔離中。消毒液に関しての要求きかれている。説明には納得している。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。午前中はドア蹴りなく経過していたが、午後よりドア蹴り頻回。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。

・立花　圭様～20時～6時時間隔離中。他者より干渉されてはいるが易怒性、興奮はなし。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・佐藤　ミツ子様～両手・体幹身体拘束中。食事は介助にて副食のみ摂取。服薬の拒否はない。疎通はまずまず取れている。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・見付　幸一様～両上肢と体幹身体拘束中。バイタルサイン異常、経管栄養中のトラブルなし。スタッフを注視しているが発語ない。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・高屋敷　良子様～両上肢のみ身体拘束中。バイタルサイン異常、経管栄養中のトラブルなし。消化器症状もない。引き続き精神症状・身体症状雄の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・大久保　すい様～体幹のみ身体拘束中。食事、服薬拒否なし。妄想言動もない。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・夏坂　浩美様～体温37.5℃～38.3℃にて経過される。酸素飽和度落ち着いており、10：10　1Lへ。13：00　ルームエアーにて97％維持出来ている。食事はスタッフ介助にて1/2摂取。途中より咀嚼が疲れるのかゆっくり摂取される。発熱にはクーリングで対応している。
・藤井　崇史様～多弁、過干渉あり。午後に他者への粗暴行為もみられ介入、レボトミン（25）1A筋注施行している。
・古里　長太郎様～今朝体温37.4℃で経過。再検で36.5℃。食事は1/3摂取している。点滴はトラブルなし。
・瀧澤　杏奈様～食事は介助にて摂取、服薬の拒否は無い。まとまりなく疎通も不良。他室侵入もあり見守り、介入を要している。

・佐藤　光子様～発熱なく経過されるが、血圧の左右差あり。9：30　右119/78　左173/92
14：00　右94/32　左122/49　自覚症状はみられず。食事は、食器についているサランラップを誤って口に入れようとしている。また自室に戻り「ここ私んち。もう少しで親父が来るの。」などの発言も聞かれている。臥床中は起き上がり動作はあるがベットより降りようとする行動はない。
・濱登　せつ子様～昨日深夜帯38℃台の発熱あり。日中は37℃台で経過。感冒症状なし。食事は摂取できている。
